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体協だより 平 成14年2月

恒
例
の
高
岡
市
体
育
協
会
の
研
修
会
が
、

長
江
の

「ま
ん
よ
う
荘
」
に
お
い
て
加
盟
団

体
の
役
員
八
十
名
余
り
の
出
席
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。

今
回
は
、

講
師
に
富
山
県
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
長
高
森
　
勇
氏
を
迎
え
、

「
二
十

一
世
紀
の
富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
」
と
題

し
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

《講
演
要
旨
》

二
十

一
世
紀
の
ス
ポ
ー
ツ
振
果
は
、

①
高

齢
者
、

障
害
者
を
含
む
県
民
の
誰
も
が
、

ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

○
国
体
を
機
に
高
ま
っ
た
本
県
競
技
力
の
維

持

・
強
化
○
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
た
く
ま
し

い
児
童
生
徒
の
育
成
が
課
題
で
あ
る
。

富
山
県
は
、

「健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
は
つ

ら
つ
県
」

「生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
」

「豊
か

な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
創
造
」
を
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
目
標
と
基
本
理
合
に
し
て
い
る
。
自

身
の
中
学
校
三
年
生
の
時
に
と
や
ま
国
体
の

開
会
式
に
参
加
し
た
事
や
、

ロ
シ
ア
で
の
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
を
視
察
し
た
経
験
等

を
織
り
ま
ぜ
て
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
、

振
興
施
策
の
方
向
性
の
基
本
施

策
と
し
て
、

①
県
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
有
効
利

用
や
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
を
充
実
さ
せ
る

等
、

県
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
環
境
づ
く

り
②
教
員
の
資
質
の
向
上
と
指
導
体
制
の
充

実
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
等
、

県

民
の
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
づ
く
り
③
ス
ポ

ー
ツ
大
会

・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

ス
ポ
ー
ツ

医
科
学
の
活
用
等
、

県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加

を
促
す
機
会
づ
く
り
等
の
基
礎
的
条
件
を
整

備
す
る
。

ま
た
、

重
点
施
策
と
し
て
、

Ｈ
８
年
か
ら

展
開
し
て
い
る
福
野
町
の
例
を
紹
介
し
な
が

ら
、

①
補
助
制
度
の
充
実
や
広
域
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、

派
遣
ス
ポ
ー
ツ
専
門
員
に
よ
る

支
援
体
制
の
整
備

・
充
実
を
も
と
に
し
た

一

体
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
全
県
展
開
。

②
強
化
拠
点
の

整
備

・
充
実
や

一
貫
指
導
体
制
の
実
現
等
の

競
技
力
向
上
シ
ス
テ
ム
の
整
備
。

③
地
域
の

指
導
者
と
の
連
携
、

近
隣
校
と
の
連
携
、

総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
等
を

視
野
に
し
た
、

学
校
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
充

実
。

④
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
の
開
催
、

全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ヨ
ン
祭
の
開

催
等
、

二
十

一
世
紀
を
展
望
し
た
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
総
合
的
な
取
り
組
み
を
意
識
し
、

本

県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
基
盤
と
な
る
新
た
な
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

当
協
会
と
し
て
、

特
↓こ
、ス

ポ
ー
ツ
指
導
者

の
養
成
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
、

ジ

ュ
ニ

ア
選
手
の
育
成
に
係
わ
る
強
化
の
継
続
と
指

導
体
制
の
充
実
等
、

今
後
の
取
り
組
み
の
う

え
で
指
針
と
な
る
有
意
義
な
講
演
で
あ

っ
た
。

）

《小

・
中

・
高
校
生
の
表
彰
》

研
修
会
の
席
上
に
お
い
て
、

講
演
に
先
立

っ
て
平
成
十
三
年
全
国
大
会
上
位
入
賞
者
十

五
名
を
表
彰
し
た
。

◆
小
学
校

○
上
野
　
恵
梨
子

（木
津
小
学
校
）

第
十
四
回
全
国
少
年
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会

五
位

○
橋
田
　
祐
里

（能
町
小
学
校
）

平
成
十
三
年
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ツ

ク
カ
ッ
プ
水
泳
　
夏
季
大
会
十

一
オ

百

ｍ
平
泳
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一位

○
大
牧
　
功
明

（木
津
小
学
校
）

第
十
八
回
全
国
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
二
年
生
の
部
二
十
二
燈
級
　
　
一
一位

○
塚
田
　
哲
士

（横
田
小
学
校
）

第
十
八
回
全
国
少
年
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権

大
会
二
年
生
の
部
十
三
十
二
堆
級

二
位

○
高
岡
古
城
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

〔上
野

恵
梨
子
、

柳
沢
　
歩
（小
杉
小
学
校
）
、棚

辺

麻
波
（牧
野
小
学
校
と

第
二
回
全
日
本
少
年
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
団
体

選
手
権
大
会

小
学
女
子
の
部
　
一
一位

◆
中
学
校

○
高
岡
古
城
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

〔林
こ

の
み

（国
吉
中
学
校
）
、

内
尾
奈
々
、

堀

美
里

（志
貴
野
中
学
校
）
〕

第
二
回
全
日
本
少
年
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
団
体

選
手
権
大
会
　
中
学
女
子
の
部

　

四
位

◆
高
等
学
校

○
劉
　
志
遠

（高
岡
工
芸
高
校
）

平
成
十
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
　
三
位
、

男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
　
　
優
勝

○
平
田
　
血
ハ靖

（高
同
工
芸
高
校
）

平
成
十
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝

○
劉
　
日昭
（高
岡
龍
谷
高
校
）

第
五
十
六
回
国
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
少
年
女
子
　
　
　
　
　
　
一
一位

○
佐
伯
　
美
沙
都

（高
岡
龍
谷
高
校
）

第
五
十
六
回
国
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
少
年
女
子
　
　
　
　
　
　
一
一位

○
今
井
　
幸
代

（高
岡
西
高
校
）

第
五
十
六
回
国
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技
少
年
女
子
　
　
　
　
　
　
　
一
一位
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靭
房
勝
！

昨
年
の
十

一
月
二
十
四
日
の
高
岡
市
民
体
育

館
会
場
を
皮
切
り
に
開
催
さ
れ
た
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
日
本
リ
ー
グ
二
〇
〇

一
で
ト
ナ
ミ
運
輸

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、

見
事
七
戦
全
勝
で
優

勝
し
た
。
ト
ナ
ミ
運
輸
は
、
日
本
リ
ー
グ
で

二
位
を
過
去
四
度
経
験
し
て
い
た
が
優
勝
は

初
め
て
で
あ
る
。

ト
ナ
ミ
運
輸
は
、

開
幕
初
戦
で
四
連
覇
中

だ

っ
た
Ｙ
Ｋ
Ｋ
九
州
と
、

十
二
月
二
十
三
日

に
五
戦
全
勝
同
士
で
対
決
し
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本

（前
季
二
位
で
最
多
優
勝
回
数
を
誇
る
名
門
）

の
二
強
に
い
ず
れ
も
三
十
ｏ
で
圧
倒
。
日
替

わ
り
で
ヒ
ー
ロ
ー
が
生
ま
れ
る
な
ど
し
て
、

ベ
ス
ト
電
器
、

日
本

ユ
ニ
シ
ス
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
北

海
道
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
宮
城
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
大
阪
等
に
快
勝
し
た
。

出
場
試
合
を
全
勝
で
終
え
た
大
物
ル
ー
キ

ー
舛
田
圭
太
選
手
に
最
高
殊
勲
選
手
賞
、

殊

勲
選
手
賞
に
朴
　
星
宇
、

大
束
忠
司
選
手
組
、

新
人
選
手
賞
に
舛
田
、

大
束
両
選
手
が
選
ば

れ
た
。

今
季
、

外
国
、

大
束
両
選
手
の
加
入
で
若

手
を
中
心
に
ベ
ン
チ
が
盛
り
上
が
り
、

チ
ー

ム
の
勢
い
に
な
り
、

チ
ー
ム
内
で
の
競
争
心

も
上
が

っ
た
こ
と
が
快
挙
に
結
び
付
い
た
も

の
と
確
信
す
る
。
ト
ナ
ミ
運
輸
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

舛
田
圭
太
選
手

舛
田
圭
太
選
手
は
、

石
川
県

の
出
身
、

中

学
時
代
か
ら
注
目
さ

れ

て
お
り
、

バ
ド
ミ

ン
ト

ン
の
名

門
金
沢

市

工
高

へ
進

み
、

更

に
磨
き
鍛
え
ら
れ
、

主
な
成
績
等
は
、

二

・

三
年
生
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
単
と
三
年
生
の
国

体
で
優
勝
。
日
体
大

へ
進
学
後
、

９８

・
９９
イ

ン
カ
レ
単
、

９８

・
９９

・
００
イ
ン
カ
レ
複
、

９８

．
９９
総
合
単
複
、

ｏｏ
総
合
単
等
で
優
勝
し
、

マ
レ
ー
シ
ア
オ
ー
プ
ン
で
単
ベ
ス
ト
８
や
００

シ
ド
ニ
ー
オ
ン
ピ

ツ
ク
出
場
等
、

世
界
を
舞

台
に
大
活
躍
し
て
い
る
。

大
束
忠
司
選
手

大
束
忠
司
選
手
は
、

長
崎
県

の
出
身

、
中

学
時
代
か
ら
好
成
績

を
残

し
、

更

に
力
を

伸
ば
す
た
め
、

熊
本

県

の
幾
多

の
バ
ド

ミ

ン
ト
ン
の
優
秀
選
手
を
育
て
た
八
代
東
高

ヘ

進
学
し
、

主
な
成
績
は
、

二
年
生
の
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
単
複
２
位
、

三
年
生
で
団

・
複
優
勝
。

日
体
大

へ
進
学
後
、

９７

・
００

イ
ン
カ
レ
単
、

９８

・
９９

，
００

イ

ン
カ
レ
複
、

９８

・
９９

総
合

複
等
で
優
勝
し
、

舛
田
選
手
と
組
ん
で
、

側

年
に
フ
ラ
ン
ス
、

キ

ュ
ー
バ
国
際
で
も
複
で

優
勝
す
る
な
ど
輝
か
し
い
経
歴
の
持
ち
主
で

あ
る
。

両
選
手
は
名
実
と
も
に
、

日
本
を
代
表
す

る
選
手
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

選
手
が
身
近
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
、

高

岡
市

ス
ポ
ー
ツ
界
の
み
な
ら
ず
市
民
の
誇
り

で
あ
り
、

期
待
は
大
き

い
も
の
が
あ
る
。

＝
＝
＝
■=

・竹
沢
　
浩
司

官
本
大
学
２
年
）
／
自
転
車
成
年
男
子

１
０
０
０
ｍ
タ
イ
ム
ト
ラ
イ

ア
ル
　
３
位

・曲
聖
林
　
卦
啓

一
（高
岡
商
業
高
校
）／
ソ
フ
ト
≡ど
一ス
成
年
男
子

・小
峯
　
秋

二

密
部
体
育
セ
ン
タ
↓

・宮
崎

慎
吾

盆
福
公
国

・田
中
　
誠
治

賓
内
プ
レ
ス
エ
き

団
体
　
２
位

と
石
士
「　
と
空
一
（北
陸
流
通
）／
軟
式
野
球
成
年
男
子
Ｂ

コ伊
沢
　
　
忠

行
陸
流
通

・岩
田
　
安
弘

行
陸
流
通

・江
畑
　
佳
昭

行
陸
流
通

・杉
本
　
雅
昭

行
陸
流
通

・藤
森
　
貞
幸

行
陸
流
通

・松
日
　
英
樹

行
陸
流
通

団
体
　
優
勝

・磯
崎
　
祐
子

盆
谷
建
設
／
乗
道
成
年
女
子

・橋

本

　

和

代

舎
向
岡
南
古同
む

団
体
　
２
位

・吉
川
　
大
助

Ｔ
ナ
ヽヽ違
９
／
パ
ざ

ンヽ
ト
ン
成
年
男
子

・舛
田
　
圭
太

Ｔ
ナ
ミ蓮
豊

・大
束
　
忠
司

Ｔ
ナ
ヽヽ遠
む

団
体
　
優
勝

・
而臣
対
口
　
圭
至
〒

（日
本
体
育
大
学
１
年
）／
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
成
年
女
子

団
体
　
３
位

・皿到
　
　
　
　
　
日賊
全島
岡
籠
谷
高
校
２
年
）ン／バ
ド
ヽヽヽ
ン
ト
ン少
年
女
子

‘佐
伯
美
沙
都

合
同岡
龍
全
局
校
３
こ

・今

井

　

幸

代

舎
同
岡
西
一日同
枝
３
こ

団
体
　
２
位

・と里
谷
呂
円
類
弓
す
（高
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
）／
山
岳
成
年
女
子

・松
島
　
ゆ
り

行
陸
西
部
通
ロ

登
は
ん
　
２
位

・橋
盗
斉
　
　
一誌

（高
岡
街
生
公
社
）／
ク
レ
ー
射
撃
成
年
男
子

３
位

≧

・
掃
盗
日

　

〓
空
寛
貫
高

岡
総
合
プ
ー

ル
）
／
水
泳

（飛
込
）
成
年

男
子

板
飛
び
込
み
　
優
勝

・北

本

　

　

忍

官

山
県
体
育
協
台

／
カ
メ
ー
成
年
女
子

レ
ー
シ
ン
グ
・カ
ヤ
ツ
ク
シ
ン
グ
ル
　
５
０
０
ｍ
　
優
勝

・
長
谷

川

明

美

行

日
本
物
産
）
／
云

一ス
成
年
女
子

団
体
　
優
勝

・獅
＝
川
　
」祐
峯
口
（北
陸
電
力
）／
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
９
人
制
成
年
男
子

団
体
　
３
位

・
和

泉

け

い
子

喬
岡
商
業
高
校
）茶

レ
ー
ボ
ル

６
人
制
成
年
女
子

団
体
　
３
位

3

例
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第
２
回
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

強
化
推
進
委
員
会
の

開
催
に
つ
い
て

こ
の
委
員
会
は
、

ジ
ユ
ニ
ア
選
手
の
育
成

強
化
を
推
進
し
、

本
市
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力

向
上
を
図
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。

委
員
は
、

平
成
１３
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
育
成
強
化
事
業

の
対
象
種
目
で
あ
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
な
ど
１１
競
技
の
指
導
者
で
組
織
さ

れ
て
い
る
。

第
２
回
委
員
会
で
は
、

平
成
１３

年
度
事
業

の
各
競
技
中
間
報
告
を
も
と
に
成
果
や
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

成
果
と
し
て
は
、

①
参
加
者
の
技
術
的
な

向
上
。

②
指
導
体
制
の
充
実
。

③
参
加
者
の

動
機
付
け
や
経
験
の
蓄
積
。

そ
の
他
、

飛
込

や
陸
上
競
技
に
お
い
て
多
く
の
小
学
生
の
参

加
が
見
ら
れ
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
底
辺
拡
大
が

図
れ
た
。

課
題
と
し
て
は
、

①
指
導
者
確
保
な
ど
、

よ
り

一
層
の
指
導
体
制
充
実
。

②
広
報
活
動

の
充
実
に
よ
る
参
加
者
の
増
加
と
選
手
選
考

基
準
の
適
切
化
。

③
指
導
内
容
の
精
選
と
高

頻
度
化
に
よ
る
事
業
内
容
の
充
実
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
た
。

平
成
１４
年
度
事
業
に
対
す
る
要
望
と
し
て

①
事
業
費
の
支
援
。

②
体
育
施
設
使
用

へ
の

配
慮
。

③
啓
蒙

・
広
報
活
動
の
充
実
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
た
。

ま
た
事
務
局
か
ら
は
、

―
ツ
セ
ミ
ナ
ー

（仮
称
）

察
に
よ
る
伝
達
講
習
会
」

）

「
サ
タ
デ
ー
ス
ポ

」
と

「
先
進
地
視

な
ど

ス
ポ
ー
ツ
人

口
拡
大
や
指
導
者
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
提

案
が
あ
り
、

白
熱
し
た
議
論
が
な
さ
れ
た
。

一
、

活
動
内
容
に
つ
い
て

柔
道
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
内
１０
校
の

部
員
を
対
象
に
、

高
岡
武
道
館
を
会
場
に
し

て
次
の
よ
う
な
練
習
会
等
を
実
施
し
て
い
る
。

働
春
季
合
同
練
習
会

↑
月
２９
日
・
５
月
３
～
４
こ

０
県
体
強
化
練
習
会

↑
月
２３
～
２７
母

０
秋
季
新
人
強
化
練
習
会

６
月
督
お
月
ア甲
「月
３
こ

例
冬
季
新
人
強
化
合
宿

砲
月
２６
～
２７
巳

働
冬
季
合
同
練
習
会

↑
月
２６
日
・
２
月
＝
こ

０

「投
げ
の
形
お
よ
び
乗
の
形
」
講
習
会

（８
月
１８
日
）

岡
講
演
会
お
よ
び
技
の
講
習
会

翁
月
２８
こ

三
、

特
筆
す
べ
き
こ
と

０
毎
年
、

高
岡
市
体
協

・
柔
道
連
盟
か
ら
多

額
の
資
金
援
助
や
実
技
指
導
講
師
の
派
遣
な

ど
の
援
助
を
受
け
、

高
岡
市
中
学
乗
道
の
技

〉

能
向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

０
市
内
十
校
の
部
員
の
参
加
率
が
高
い
た
め
、

少
子
化
に
伴
う
部
員
数
の
減
少
に
苦
し
む
殆

ど
の
学
校
に
と

つ
て
は
、

充
実
し
た
練
習
が

定
期
的
に
で
き
る
。

働
新
入
強
化
合
宿
で
は
、

次
年
度
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
選
抜
さ
れ
た
部
員
を
中
心
に
練

習
す
る
た
め
、

高
岡
市
中
学
柔
道
レ
ベ
ル
維
持

・

発
展
に
役
立

っ
て
い
る
。

三
、

今
後
の
計
画

来
年
度
よ
り
週
五
日
制
が
導
入
さ
れ
、

部

活
関
係
の
行
事
が
全
て
土

・
日
に
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

そ
れ
に
伴
い
市
乗
運
か
ら
派
遣

を
得
や
す
い
日
曜
日
を
中
心
に
練
習
会
や
講

習
会
を
増
や
し
て
底
辺
の
強
化
に
あ
た
る
と

と
も
に
、

市
外
の
強
い
チ
ー
ム
に
も
参
加
を

呼
び
か
け
て
、

上
位
層
の
強
化
も
図

っ
て
い

く
予
定
で
す
。（高

岡
市
柔
道
運
盟
　
堤
　
博
昭
）



高
岡
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
お
け
る

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
育
成
強
化
事
業

に
つ
い
て

高
岡
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
現
在
行

っ
て
い

る
選
手
育
成
の
柱
は
、
ト
レ
ー
エ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
制
度

（通
称
ト
レ
セ
ン
）
で
あ
る
。
こ

れ
は

「日
本
サ
ッ
カ
ー
の
強
化

・
発
展
の
た
め
、

将
来
日
本
代
表
選
手
と
な
る
優
秀
な
素
材
を

発
掘
し
、

よ
い
環
境
、
よ
い
指
導
を
与
え
る
」

こ
と
を
目
的
と
し
て
１
９
８
０
年
に
日
本
サ

ッ
カ
ー
協
会
が
本
格
的
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
こ
の
制
度
の
中
で
は
、

選
手
は
登

録
チ
ー
ム
の
活
動
の
中
か
ら
発
掘
さ
れ
、

地

区
ト
レ
セ
ン
↓
都
道
府
県
ト
レ
セ
ン
↓
地
域

ト
レ
セ
ン
↓
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
セ
ン
と
徐
々

に
レ
ベ
ル
の
高
い
環
境
の
中
で
指
導
を
受
け
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
岡

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
実
施
し
て
い
る
の
は
地

区
ト
レ
セ
ン
に
相
当
す
る
。

活
動
内
容
は
、

日
本
サ

ッ
カ
ー
協
会

強
化
委
員
会
が
策
定

し
た
強
化
指
導
指
針

に
基
づ
き
、

選
手

の

発
育
発
達

に
応
じ
た

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
実

施
し
て
い
る
。

こ
の

強
化
指
導
指
針

の
存

在
が
ト
レ
セ
ン
制
度

に
お

い
て

一
貫
指
導

を
可
能
に
し
て
い
る
。

高
同
地
区
ト
レ
セ

ン
で
は
、
４
種

（小

じ

学
生
）
、
３
種

（中
学
生
）
、

の
年
代
が
定

期
的

（週
１
回
）
に
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、

ト
レ
ー
エ
ン
グ
の
成
果
を
試
し
、

選
手
に
新

た
な
動
機
付
け
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
旧

的
に
県
外
遠
征
を
実
施
し
て
い
る
。
３
種
は

‐２
月
末
に
京
都
、
４
種
は
３
月
末
に
三
重
県
、

２
種

（高
校
生
）
は
１２
月
末
に
愛
知
な
ど
の

大
会
に
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
優
秀

チ
ー
ム
と
の
対
戦
は
競
技
力
向
上
の
重
要
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

ト
レ
セ
ン
活
動
の
成
果
と
し
て
は
、

技
術

水
準
の
高

い
集
国
内
で
ト
レ
ー
エ
ン
グ
が
で

き
る
た
め
、

参
加
選
手
が
お
互
い
に
刺
激
を

受
け
個
々
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、

参
加
選
手
が
所
属
チ
ー
ム
で
技
術

を
広
め
る
こ
と
に
よ
り
、

高
同
地
区
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
年
度
は
、

市
体
協
の
支
援
に
よ
り
新
し

い
取
り
組
み
と
し
て
高
校
生
と
中
学
生
の
合

同
練
習
会
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
中
学
生
に

と

っ
て
は
高
校
生
が
ど
の
ぐ
ら
い
の
レ
ベ
ル

平成14年2月 体 協だより
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百
岡
市
サ

ッ
カ
ー

協
会
は
７
　
　
　
　
　
ブ
レ
ー
を
予
測
し
て
工
夫
し
よ

譜印響

限
管一韓璃中鵜評

評
キ車藁
韓軽

済

統
肇
班粟
額

高
岡
地
区
毒
渡
の
中
学
生
約
　
一　
一
　
職
っ
て
３
試
合
を
引
き
分
け

し
、

伏
木
高
校
グ
一ヱ
ツ
ン
ド
で
　
　
一　
　
　
サ
ッ
カ
ー
で
は
、

地
張
の
優

行
っ
た
。

先
月
ゐ
日
に
銃
き
２
　
　
】
　

れ
た
連
手
を
チ
ー
ム
に
菌
係
な

「高
校
進
学
に
向
け
て
ブ
レ
ー
　
、
１
３

　
ン
活
動
が
、

各
地
で
行
わ
れ
て

卯襲

鍵
譲
蜘
プ

鰈
線
雛
蓬

車窯
け
卵察訊

）

で
あ
る
か
経
験
で
き
る
良
い
機
会
と
な

っ
た
。

ま
た
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
専
門
指
導
者
に
よ
る

練
習
会
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
も
選
手
育
成
強
化

の
た
め
指
導
環
境

を
整
え
、
ト
レ
セ
ン
活
動

の
充
実
を
図

っ
て

い
き
た
い
。

（高
岡
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
　
澁
谷
　
龍
宏
）

高
岡
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
が
行

っ
て
い

る
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
育
成
強
化
事
業
の

一
つ
の

強
化
練
習
会
は
、

四
月
か
ら
三
月
ま
で
の
期
間
、

毎
週
火
、

水
、

木
曜
日
は
小
学
生
で
三
協
ア

ル
ミ
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
、

土
曜
日
は
、

中
学
生

を
志
貴
野
中
体
育
館
で
夕
方
６
時
３０
分
～
８

時
３０
分
の
年
間
百
九
十
回
を
超
え
る
練
習
会

を
行

っ
て
い
る
。

主
な
内
容
は
、

①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
お
け

る
基
本
的
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
習
得
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
②
ノ
ッ
ク
に
よ
る
球
種
別
ラ
ケ
ッ
ト

ワ
ー
ク
及
び
シ
ャ
ト
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
習

得
ト
レ
ー
エ
ン
グ
③
ゲ
ー
ム
練
習
等
の
実
施

で
あ
る
。

指
導
者
の
中
に
は
、

張
　
天
雄
、

金
　
善

淑
氏
の
韓
国
出
身
の
二
人
の
コ
ー
チ
が
い
る
。

二
人
は
工
芸
、

西
校
の
バ
ド
部
の
指
導
も
兼
ね
、

張
さ
ん
は
、

９７
世
界
選
手
権
で
団
体
二
位
等
、

韓
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
及
び
ソ
ウ
ル
市
江

南
区
実
業
団
テ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
。

金
さ
ん
は
、

韓
国
内
の
大
会
で
優
勝
、

Ｕ
Ｓ

オ
ー
プ
ン
大
会
に
出
場
す
る
等
、

輝
か
し
い

競
技
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
。

両
コ
ー
チ
の
指

導
の
も
と
、

練
習
で
き
る
環
境
は
整
っ
て
い
る
。

協
会
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
興
味
が
あ
り
、

意
欲
的
な
小

・
中
学
生
を
募
集
し
て
お
り
、

将
来
的
に
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
出
場
も
夢
で
は
な

い
と
期
待
し
て
い
る
。

（編
集
委
員
）
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肉離れについて

肉

離

れ

綻
咄
い
飾
醐
を の．
銅
め
酌

（
な

鋤
腰
れ

の
断
裂
の
こ
と
を
い
い
、

筋
肉
の
完
全
断
裂

と
は
通
常
区
別
さ
れ
ま
す
。

陸
上
競
技
の
短

距
離
に
最
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
他

ラ
グ
ビ
ー
、

サ
ッ
カ
ー
、

ジ
ヤ
ン
プ
系
の
競

技
に
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

寒
冷
期
に
お
い

て
は
、

瞬
発
的
な
動
き
の
多

い
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
や
卓
球
、

剣
道
な
ど
室
内
競
技
で
も
発
症

の
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。

止
狂
燎
い

陛
れ
使
加
ｒ
叛
雑
脚
敵
脂
燕
卿
冷

省

の
後
痛
み
の
た
め
に
力
が
入
り
に
く
く
な
り

ま
す
。

肉
離
れ
を
お
こ
し
た
部
分
を
押
す
と

痛
み
が
あ
り
、

周
囲
に
は
れ
も
伴
い
、

傷
害

し
た
筋
肉
を
ス
ト
レ
ツ
チ
す
る
と
痛
み
が
出

現
す
る
な
ど
か
ら
、

診
断
は
容
易
で
す
。

治

療
と
し
て
は
、

け
が
を
し
た
直
後
は
局
所
の

安
静
を
は
か
り

（重
症
例
は
副
木
で
固
定
）
、

氷
な
ど
で
冷
や
し
、

出
血
、

は
れ
を
で
き
る

だ
け
お
さ
え
ま
す
。

局
所
の
痛
み
が
と
れ
て

き
た
ら
、

筋
肉
の
静
的
ス
ト
レ
ツ
チ
や
関
節

を
動
か
す
リ
ハ
ビ
リ
を
早
期
よ
り
開
始
し
ま
す
。

し
か
し
、

肉
離
れ
の
程
度
は
様
々
で
す
の
で
、

ス
ポ
ー
ツ
復
帰
の
目
安
は
表
を
参
考
に
し
て

対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

受

傷

し

や

す

い

筋

肉

曲
、リ

ン ム
を

（太
も
も
の
後
ろ
の
筋
肉
）
、

大
腿
四
頭
筋

（太

も
も
の
前
の
筋
肉
）
、

ふ
く
ら
は
ぎ
な
ど
で
す
。

原
因
は
①
筋
肉
の
柔
軟
性
の
低
下
、

②
筋
力

や
持
久
力
の
低
下
、

③
左
右
の
筋
力
の
違
い
、

）

④
太
も
も
の
前
と
後
ろ
の
筋
力
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
、

な
ど
が
考
え
ら
れ
、

筋
肉
の
蓄
積
疲
労
、

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ツ
プ
不
足
、

ス
ト
レ
ッ
チ

不
足
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

韓

畿

受傷時の状況からみた肉離れの重症度分類

1度 (翰 E度 (中等症) 正度 ‐建設静

不可能

小可能

強度

不可能

あ り

かなり制限

歩行 技揮討まし 支障あるも可能
スポーツ活動 ほとんど支障なし 支障あり、困難

安静時の痛み 中等度

力を入れた時の痛み 痛みあるもミ . 痛みあるもなんとか可

ス トレッチの時の痛み ほとんどなし あ り

はれ 粒 なし―あり

関節の動き 制限なし 制限あり

復帰へのおよその目安 2-6カ 月4-8週111■鋼

寒
冷
期
に
は
と
く
に
注
意
が
必
要
で
す
。　

一

度
肉
離
れ
を
お
こ
し
た
筋
肉
の
再
受
傷
率
は

‐６
％
‐

２２
％
と
高
い
こ
と
が
過
去
に
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

肉
離
れ
を
お
こ
し
た
部
分
の

筋
肉
は
、

治

っ
た
と
し
て
も
周
り
の
筋
肉
と

比
べ
る
と
、

出
血
な
ど
の
た
め
に
弾
力
性
が

低
下
し
て
し
ま

つ
て
い
る
た
め
、

急
激
な
筋

収
縮
の
際
に
再
発
を
お
こ
し
や
す
く
な
る
の

で
す
◇

再
受
傷
を
予
防
す
る
に
は
い
ま
ま
で

以
上
に
入
念
な
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ツ
プ
と
ス

ト
レ
ッ
チ
が
必
要
で
し
ょ
う
。

冬

場

は

室

内

徳
鵜
瞬
琳
勅
ゆ
Ｘ
効
け

と
思

い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
肉
離
れ
を
お
こ

す
例

（急
に
重
量
の
重

い
バ
ー
ベ
ル
を
挙
げ

た
と
き
な
ど
）
も
散
見
さ
れ
ま
す
。
ど
ん
な

練
習
、
ト
レ
ー

エ
ン
グ
を
行
う
に
せ
よ
、

い

つ
も
と
同
じ
よ
う
に
準
備
運
動
を
し

つ
か
り

行

っ
て
か
ら
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

川
＝

‥
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高
岡
市
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
は
昭
和

３９
年

１０

月
、

ア
マ
チ

ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
レ
ス

リ
ン
グ
の
普
及
と
学
校
教
育

の

一
環
と
し
て

の
部
活
動
育
成
を
図
る
た
め
に
、

高
岡
商
業

高
校
及
び
高
岡
東
高
校

（現
高
岡
向
陵
高
校
）

の
レ
ス
リ
ン
グ
部
を
母
体
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

発
足
当
時
は
２
チ
ー
ム
で
部
員
数
も
僅
か

で
し
た
が
、

現
在
は
高
岡
第

一
高
校
と
企
業

チ
ー
ム
の
宮
越
工
芸
伽
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
加
え
、

平
成
７
年
か
ら
は
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

「少

こ

年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

（ち
び
っ
子
教
室
）
」

を
開
い
て
、

底
辺
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
の
ジ

ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
８
年
夏
に
全
国
少

年
少
女
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
黒
部
大
会
に
向
け

て
そ
の
前
年
に
創
設
さ
れ
た
の
で
す
が
、

平

成

１３
年
４
月
現
在
部
員
数
は
３０
名
を
数
え
、

う
ち
女
子
は
３
名
加
入
し
て
い
ま
す
。

特
筆

す
べ
き
こ
と
は
、

こ
の
う
ち

２０
名
は
レ
ス
リ

ン
グ
に
つ
い
て
親
御
さ
ん
は
全
く
の
未
経
験

者
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

に
も
か
か
わ

ら
ず
入
部
を
奨
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
と

い

う
こ
と
は
、

指
導

の
方
針
と
し
て
技
や
体
力

づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

礼
儀
な
ど
に
も
重
点

を
置

い
て
指
導
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も

の

と
自
負
し
て
い
ま
す
。

指
導
者
は
宮
越
工
芸
の
角
地
山
　
豊

コ
ー

チ

（青
森
県
光
星
学
院
～
日
本
大
学
～
警
視
庁
）

を
中
心
に
数
名
で
指
導
に
当
た

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

保
護
者
に
も
希
望
者
に
は
審
判
講
習

会
を
行
う
な
ど
、

子
供
と

一
緒
に
マ
ッ
ト
に

上
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
し
て
い
ま
す
。

線
習
は
運
動
着
と
内
履
き
シ

ュ
ー
ズ
さ
え

あ
れ
ば
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。

何
よ
り
も
安
全

に
対
し
て
特
別
な
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。　

一
方
、

個
人
競
技
で
す
か
ら
練
習
や
試
合

へ
の
参
加

は
強
制
し
ま
せ
ん
し
、

参
加
し
た
部
員

（子
供
）

は
す
べ
て
試
合
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

試
合
は
予
選
を
行

い
ま
せ
ん
の
で
、

全
国

大
会
出
場
に
最
も
近

い
競
技
で
あ
る
と

い
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ
ン

グ
大
会
、

全
国
中
学
生
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
を

始
め
数
多
く
の
全
国
規
模

の
大
会
に
出
場
し

て

い
ま
す
。
ま

た
、

こ
れ
ま

で

に
ア
メ
リ
カ
遠

征

の
経
験
者

が

２
名

い
ま
す
。

高
岡
市

レ
ス

リ

ン
グ
協
会
と

し

て
は
、

県
内

に
お
け

る
他

の

ゃン
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
と
と

も

に
歩
調
を
合

わ
せ
、

レ
ス
リ

ン
グ
人

口
の
底

辺
拡
大
を

図
り

な
が
ら
、

こ
れ

ま
で
に
数
々
の
栄
光
と
実
績
を
積
ん
で
き
た

高
校
チ
ー
ム
及
び
企
業
チ
ー
ム
の
育
成
と
さ

ら
な
る
発
展
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ジ|ュニア|レスサンブ教室
1 干T!年

4月～!甘鋼 ■

醤憑 旨経常錦終雪じ 26-522ゆ‐

第
十
回

ス
ポ
■
ツ
医
科
学

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

！
！
！

開
催
の
お
知
ら
せ

本
市

の
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
果

・
競
技

力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、

将
来
の
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
支
え
る
ジ

ュ
ニ
ア
層
の
育
成
強

化
が
不
可
欠
で
す
。

今
後
、

各
種
事
業
が
充

実
す
る
た
め
に
は
、

指
導
者
の
確
保
及
び
資

質
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、

ジ

ュ

ニ
ア
選
手
に
つ
い
て
医
科
学
的
理
解
を
深
め
、

指
導
ガ

の
向
上
を
目
指
す
た
め
、

次

の
と
お

リ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
十
四
年
二
月
二
十
三
日

（土
）

午
後
二
時
～
四
時
十
分

〈
不
　
場
　
一向
岡
短
期
大
学
　
講
堂

テ
ー
マ

『
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
か
ら
の
育
成
強
化

再
考
』
～
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
に
適
し

た
指
導
法
～

話
題
提
供
者
　
山
田
　
均
氏
、

吉
崎
克
文
氏

西
本
幸
夫
氏
、

近
藤
智
久
氏

パ
不ヽ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（司
会
）

北
村
潔
和
氏

主
な
内
容
は
、

「発
育
発
達
の
バ
ラ
ン
ス
」

「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
と
予
防
法
」

「
小

・
中
学

生
の
指
導
現
場
」
等

の
話
題
提
供
や
、

パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
の
で
、

多
数
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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Aン ドボーザレとともに
高岡市′ヽンドボー) レ協会 理事長 鍋 島 遠 ― 氏

スポーツ人
畷グ/

高
岡
市
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
の
理
事
長
と
し
て
三

十
年
に
わ
た
り
、

競
技
の
普
及

・
振
果
に
尽
く
さ
れ

て
い
る
鍋
島
氏
を
語
る
に
は
、

旧
制
高
岡
中
部
高
校

（現
高
岡
高
校
）
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
歴
史
か
ら

始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鍋
島
氏
は
、

旧
制
高
岡
中
学
校
に
昭
和
二
十

一
年

に
入
学
し
、

当
時
終
戦
時
の
混
乱
期
で
あ
り
ま
し
た
が
、

戦

争
か
ら
開
放
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
部
さ
れ

た
。

三
年
生
の
時
、

同
校
出
身
で
文
理
大
学
を
終
え
た
ば
か

り
の
井
波
廉
三
先
生
が
赴
任
さ
れ
、

「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
楽

し
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
ぞ
」
と
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
り
部
員
を
募
集
さ
れ
、

多
く
の
部
員
が
加
入
し
、

本
人
も
そ
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
か
ら
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
転
部
し
、

活
動

を
始
め
る
。

当
時
の
部
員
に
は
、

優
秀
な
生
徒
が
多
く
、

先
生
の
厳
し

い
指
導
に
よ
り
、

チ
ー
ム
が
め
き
め
き
力
を
付
け
、

高
岡
高

校

一
年
生

（昭
和
二
十
四
年
）
の
時
に
県
予
選
を
勝
ち
抜
き
、

東
日
本
高
校
選
手
権
大
会
に
お
い
て
、

準
優
勝
し
、

さ
ら
に

二

・
三
年
時
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

国
体
に
出
場
し
主
力
選
手

と
し
て
活
躍
す
る
。

卒
業
後
は
、

高
校
Ｏ
Ｂ
に
よ
る

「
三
日

会
」
を
結
成
し
そ
の
世
話
人
と
し
て
各
種
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大

会
に
出
場
し
、

高
岡
市
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
を
支
え
、

後

の
市
協
会
の
設
立
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

高
岡
高
校
時
代

「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
な
し
の
人
生
は
考
え
ら

れ
な
い
。

旧
高
岡
中
学
へ
戦
後
、

最
後
の
入
学
を
し
た
私
達

は
、

井
波
先
生
と
い
う
強
烈
な
教
師
と
出
会
い
、

他
の
運
動

部
に
所
属
し
て
い
て
も
新
し
く
作
る
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
入

れ
と
半
ば
強
制
的
に
入
部
。
し
か
し
、　

一
人
ず
つ
の
個
性
を

見
抜
い
て
、

チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
る
先
生
は
天
才
で
す
よ
」

と
井
波
先
生
と
の
思
い
出
を
話
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
に
対
し
て
の
情
熱
は
、

昭
和
四
十
七
年
、

市
協
会
理
事
長
と
し
て
、

市
内
の
中
学
、

高
校
が
他
市
に
比
べ
、

レ
ベ
ル
差
が
あ
る
の
で
競
技
力
向
上
に
向
け
ら
れ
た
。

中
で

も
中
学
に
お
い
て
、

南
星
、

志
貴
野
中
学
校
が
そ
れ
ま
で
常

勝
の
氷
見
市
の
学
校
を
破
り
、

更
に
北
信
越
の
強
敵
、

石
川

県
代
表
を
追
覇
し
、

全
国
大
会
に
出
場
し
た
快
挙
は
、

市
協

会
の
立
場
で
日
頃
か
ら
顧
間
の
先
生
方
を
競
技
会
や
練
習
会

を
通
し
て
励
ま
し
、

指
導
さ
れ
た
成
果
で
あ
り
そ
の
功
績
は

目
立
た
な
い
が
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十

一
年

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
日
本
リ
ー
グ
発
足
と
同

時
に
、

県
協
会
役
員
と
し
て
同
リ
ー
グ
の
招
致
に
努
力
。

以

来
毎
年
、

高
同
会
場
に
全
国
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
テ
ー
ム
が
き

て
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
フ
ア
ン
を
魅
了
さ
せ
、

平
成
七
年
に
は
立

山
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
エ
業
側
に
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
創
設

さ
れ
、

現
在
ま
で
二
十
数
回
の
会
場
地
協
会
の
役
割
を
担

っ

て
い
る
。
し
か
し
、

今
春
を
も

つ
て
同
チ
ー
ム
が
休
部
す
る

こ
と
に
な

っ
て
本
人
に
と

っ
て
も
大
変
さ
び
し
く
残
念
な
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
鍋
島
氏
は
、

持
ち
前
の
温
厚
な
人
格
と
先
見
性

に
優
れ
た
指
導
力
に
よ
り
、

永
年
に
わ
た
り
、

高
岡
市
の
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
の
育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で
す
か
ら
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
競

技
人
口
の
増
加
と
競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
、

さ
ら
に
協
会
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
る
よ
う
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（編
集
委
員
）

V

平
成
１４
年
度
一副
期
の
主

な

行

事

予

定

４
月
２６
日

理
事
会

４
月
２７
日

第
４８
回
前
田
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

（中
学
の
部
）

４
月
２９
日

第
４８
回
前
田
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

（中
学
の
部
）

５
月
＝
日

評
議
員
会

６
月
３０
日

第
５５
回
高
岡
市
民
総
合
体
育
大

△
不
（総
合
開
会
式
）

７
月
６
日
～
７
日
　
第
５５
回
高
岡
市
民
総
合

体
育
大
会

（基
準
日
）

７
月
２７
日
～
２９
日
　
第
５５
回
富
山
県
民
体
育

大
会

（砺
波
地
区
）

昨
年
、

宮
城
県
で
開
催
さ
れ

た
国
体
で
は
、

と
や
ま
国
体
に

引
き
続
き
、

高
岡
市
関
係
者
は
、

多
く
の
上
位
入
賞
者
を
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、

パ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
本
リ
ー
グ
ニ
○
〇

一
で
、
ト
ナ
ミ
運
輸
が

七
戦
全
勝
で
初
制
覇
し
、

大
変
厳
し
い
社
会

情
勢
の
中
、

将
来
に
希
望
の
持
て
る
明
る
い

話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

当
協
会
は
、

二
十

一
世
紀

へ
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

今
後
も
ジ

ュ
エ
ア

選
手
強
化
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、

平
成
十
四
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
学
校
週
五

日
制
に
よ
る
余
暇
の
有
効
活
用
を
考
え
、

土

曜
日
に
小
学
生
を
対
象
に
新
た
な
事
業
を
企

画
し
て
お
り
ま
す
。
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